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 １月９日（日）サンヒルズ安濃にて「津市消防出初式」が

行われました。 

 例年、消防出初式は、津市の消防機関の人員及び装備を検

閲して、消防職員及び消防団員の士気高揚と、市民に対する

火災予防の普及啓発等を図るとともに、消防に対する認識と

信頼を深めることを目的として実施していますが、今年も昨

年に引き続き新型コロナウイルス感染拡大予防の観点から、

式典のみの開催となり、消防関係者の表彰を行いました。 

 なお、一志方面団からは10名の消防団員が参加しました。 

津 市 消 防 出 初 式 

一志町火災・救急概況（令和3年中）  

 令和３年中に津市で発生した火災は９３件で、このうち 

一志町管内では３件（表１参照、全体の約３％）の火災が発生しています。 

また、令和３年中に津市の救急隊が出動した件数は14,761件で、このうち一志町管内

では６６１件（表２参照、全体の約５％）でした。 

建物 車両 林野 その他 計 

1 1 0 1 3 

急病 一般負傷 交通事故 その他 計 

458 116 38 49 661 

【表１】 令和3年火災種別発生件数 【表２】 令和3年救急種別発生件数 

もうすぐ桜の季節ですね 

 寒さも和らぎ、少しずつ春の足音が近づいてきました。 

 一志地域内にも、多くのお花見スポットがあります。晴れた日など、お出かけされては

いかがでしょう？ 

   石橋地区             とことめの里              大仰地区  



児 童 館 の ご 案 内    

 一志地域には２つの児童館があります。 

 児童館は、０歳から１８歳未満までの児童のための福祉施設で、児童に

遊び場と遊びを提供し、遊びを通して心身ともに健やかに成長するお手伝

いをするための施設です。 

 市内に在住の未就学児や小学生の児童はもちろん、中学生や高校生の方もご利用 

できますので、ぜひお越しください！！ 

津市ホームページ 

 一志児童館 川合児童館 

開館時間 10時～17時  

休館日 

住所 津市一志町高野160-699 津市一志町八太1008-1 
（コミュニティプラザ川合内） 

電話番号 059-293-0936 059-293-3711 

地図   

日曜日・祝休日・年末年始  
＊新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況によって臨時休館する場合もあります。 

●卓球、一輪車、バドミントン(川合児童館のみ)

などの運動やブロック、ゲーム等の遊びができ

ます。  

●毎月季節の小物づくりなどのイベントも実施

しています。 

＊ご利用時はマスク着用など感染防止対策

の徹底にご協力ください。 

歴史講演会を開催 

 １月１６日（日）、一志農村環境改善センターにお

いて、「一志町歴史語り部の会」主催の歴史講演会が

『雲出川流域の歴史をさぐる（原始古代を中心に）』

と題して開催されました。 

 講師には、郷土史家で三重郷土会常任理事の浅生悦

生氏を招き、雲出川が歴史の中で果たした役割につい

て、スライド映像を見ながら、雲出川流域に残る遺跡

等を紹介しながら講演され、約７０人の参加者は身近

な雲出川の歴史に触れ、熱心に聞き入っていました。 



一志文化協会加盟サークルのご紹介 

 一志文化協会は、一志地区における文化・芸術の振興、会員の親睦を図るとともに 

文化香るまちづくりを目指すことを目的として活動しています。 
 

【部門別】                           令和４年１月末現在 

 ◎入会の方法など、興味や関心のある方は、下記まで 

  お問い合わせ下さい。 

   

  一志文化協会 担当 TEL ０９０－４０８１－１３５７ 



大井神社は、大仰村出の山の上に静寂な森に囲まれた中にあります。 

この神社には、古くから伝わる2匹の大蛇伝説と、それにまつわる弓曳き

神事があります。 

昔、大仰には2匹の大蛇が住んでいて田や畑を荒らしたり、村人を襲った

りして危害を加えるので、村の仲間みんなで協力して大蛇を追い払うことに

なりました。 

ようやく一匹を権現淵の底に、残りの一匹を城山の北にある蛇山の岩穴に

封じ込めました。しばらくすると大蛇は水を起こし雲を呼んだかと思うと、

龍に姿を変えて天に昇りました。それを見た村人は、天に昇って神となった

龍の霊を迎えて「龍蔵（りゅうぞう）神社」として大井神社の境内でお祀り

しました。 

そこで村人は、みんなが心を一つにして大蛇に勝ったことに因み、お互い

力を合わせて助け合うことの大切さを後世に伝えようと、大井神社の境内で

弓曳き神事を始めたといわれています。 

この神事は、上出・村出・片山・向川原から一人ずつ選ばれた4人一組の

年番が、大晦日に大井神社で宮ごもりをし、1月の第2

日曜の早朝より執り行われます。古式に則り、神前で神

主のお祓いと祝詞（のりと）で身を清めた後、悪霊の退

散、地域・家内の安全、五穀豊穣を祈願し、約20ｍ離

れた所に立てた直径1.5ｍの大的に矢を射る神事です。 

 なお、龍蔵神社は明治時代になって大井神社に合祀さ

れました。 

  

（引用主要文献「一志町史」） 

大 井 神 社  （大仰地区） 

（大井神社） （弓曳き神事） 


